
  

 
「ヒロシマ・ナガサキの被爆者が訴える核兵器廃絶国際署名」（「ヒバクシャ国際署名」）推進連絡会

は 9 月 30 日、都内で記者会見を開き、代表の田中煕巳さん（日本原水爆被害者団体協議会・代表委

員）から9 月20 日現在の累計署名数が1051 万7872 人分と発表されました。 

田中さんは、「今日発表した署名数は桁が変わるという意味で素晴らしいが、まだ１０００万。核保

有国は核政策を転換していない。国内外で爆発的に数を増やす必要がある」と語りました。 

ニューヨークに派遣されることに決まった日本原水爆被害者団体協議会・事務局次長の藤森俊希さん

と「ヒバクシャ国際署名」連絡会事務局・広報担当の鈴木慧南（けいな）さんが発言。藤森さんは「核

兵器禁止条約の交渉会議で私がスピーチした時、日本政府の代表は『会議に参加しない』と明言した。

私たちは国内外の仲間たちと連帯しながら世界に訴えていきたい」、鈴木さんは「私自身、被爆者のサ

ポートを続けて来た人間として、被爆者が日本を出て丁寧に話す機会がどれだけ特別なことなのか、そ

の意義を伝えたい」と決意を語りました。 

藤森さんと鈴木さんは国連本部で軍縮・安全保障を議論する第1 委員会の議長に手渡す予定です。 
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「ヒバクシャ国際署名」１０５１万７８７２人分に！ 

広島県原水協は 9月 30
日、日本政府への核兵器

禁止条約の署名、批准を

もとめ、10人で広島市東
区に、「ヒバクシャ国際署

名」を持って入りました。

約 1 時間の行動で 57 人
分が集まりました。 

【広島】「ヒバクシャ国際署名」を持って地域に入る 


